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“
学生 が聴く， 日本の惑星探査 の過去・

現在 ・未来
”

と銘打 っ た こ の シ リ
ーズも，第 8回目を迎えます．今回

は これ まで と異なり，実際に 飛行する探査機に 関して

で はなく，それ らの 探査機 と地 ヒとを結ぶ 地上局を

取り上 げます．探査機へ の 通信 は，そ の 距離に よっ て

様 々 な口径 の 物が使 い 分けられてお りますが，特に

地球を遠く離れ て ，深 宇宙とも呼ばれ る惑星間空間

に迄航行する探査機と通 信する には ，大口 径の 通信

局が 必 要となります．

　日本 で は ハ レー彗星の 探査を行 っ た惑星間探査

機，「さきが け」の 打 ち h げにあわ せ て 作られ た 臼田

の 地上局が，現在も日本た だ 一一・一つ の 深 宇宙通信基地

として 現役で活躍 して い ます。

　今回 は こ の 臼田地 ヒ局に 関して，宇宙科学研究所

付属 臼 田宇宙空間観測所 の 加藤隆二 先生 に お 話を

伺 い ました．聞 き手は 宇宙研 の金尾 さん に お 願い を

い た しました ，

　日本で初め て ，そ して 現在で も日本で は た だ・一つ

しか存在 しな い こ の 深宇宙通信基地の 設立 の 経緯，

海外の 深宇宙通信基地との 連携，そして 単な る通信

基地にとどまらな い 科学観測機器と して の 側面な ど，

非常に興味深 い お話しを聴くこ とが で きました．また

今後の 日本の 惑星探査 に とっ て ， 臼 田 の 後継基地が

い か に重要な課題で ある か をお聴 きす る こ とが で き

ました．

　本稿が こ れから惑星探 査の 門に進 まれ るすべ て の

方の 参考 に なれ ば 幸い です．

図 1　著 者 と加藤隆二 先生

1． 臼田地上局につ いて

　字宙科学研 究所は ，我が 国 に お け る宇宙科学研究

の 中枢機関として ， 字宙飛翔体 （ロ ケ ッ ト， 科学衛星 ，

惑星探査機お よび大気球等）の 研究 ・開発を行うとと

もに ，こ れらを観測手段として用 い て 宇宙科学の研究

を行っ て い ます．臼 田宇宙空間観測所は ， そ の付属

施設として管理・運用され て お り，惑星や彗星の よう

な天体に接近して観測を行う惑星探査機に向け て 動

作指令を送信した り， 逆に 観測デ ータを受信するた

め に建設され ました ．超遠距離に ある探査機か らの

微弱な信号を受けるため ， 都市雑 音などの 妨害電波

が少な い こ の 地（長野 県臼田町 ）が 選ばれ，1984年 10

月に開所 し， 1985年 1月から運用 して い ます．施設 の

中核 をなす大 型 パ ラ ボ ラア ン テナ は ，直径 64m で 総

電 量は 1980 【です．惑 星探 査機 との 交 信 は S 帯

（2GHz ）とX 帯 （8GHz ）で 行われて い ます．同様 の 目

的 をもつ こ の ような大型 ア ン テ ナ は ，世界で もア メ リカ
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（NASAI ，ヨーロ ソ バ GiSA ）．お よび ロ シア が 保有して

い るの み で す．当観測所は ，深宇宙探査 の 窓口 の 1

つ として，世界か ら期待を集め て い ます．また ，電波

天 文衛星「は る か」か らの VLBIC 超長基線 ト渉 計）観

測デ ータの 取得を目的とした，IOm ア ン テナを含む Ku

帯（i5GH ∠1の 送受信 シス テム も設置されて い ます．

2 、インタビュ
ー

年 に 着 工 し ，お よそ 2 年 とい う短 い 朋 間で

1984 年 10 月に完成 ，そのた っ た 3 ヶ月後 には

ハ レ
ー彗星探査機 「さきがけ」の追跡 を開始 しま

した ．

Q ：日本の その他 の衛星 信号の地上局 ， 野辺 山等の

　 電波〜ミリ波天文学の施設や ， 鹿児島 KSC の ア

　 ンテ ナとの 違 い を教えて下 さい ．

　日本 の 深宇宙 向け通 信 局 ， 臼 田 地 上局 に 関して ，

宇雷科学研究所付属 臼 出 宇宙空 間観測所の 助教授

で い らっ し ゃ る 加 藤 隆 ：先生 に お 話 を“‘丁い まし た ，

聞き手は宇宙研 の 金尾 さん で す，

2．1　 臼田 の設立経緯に つ い て

Q ：何故臼田 のように大きな地上局 を作 っ たのでしょ

　 うか．その 経緯に つ い て教えてくだ さい ．

A　宇宙科学研究所Eヨ田宇宙空間観 測所 （UDSC ）は

　　1984 年 10 月に完成しました ．それ以 前は 、日

　 本で は KSC （鹿児島県内 之浦 町にある鹿児島 宇

　 宙空間観測所）の 10m ，20m のアン テナが あ

　 るのみで した ．KSC の ア ン テナは地球周 回衛星

　 の為に建設されたものです．地球重力圏より外側

　 の空 間を ，深宇苗とい います が 、KSO のアン テ

　 ナは深宇宙を航行する惑星探査機 には対応 して

　 い まぜんで した 当時 NASA の JPL の深 宇宙ネ

　 ッ トワーク，DSN （Deep　Space　Network）は ，

　 64m の ア ン テナをゴ
ー

ル ドス ト
ー

ン （アメリカ，力

　 1丿フォル ニ ア ），マ ドリッ ド（スペ イン ）．キ ャ ンベ ラ

　 （オース トラリア）という離れ た場所に保有して い

　 ました．地球が自転しているの で ，約 120 度毎

　 に 3 箇所の ア ン テナ を設 置することによ っ て 24

　 時間惑星探査機の運用を可能にしていたので

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　す

　　 このような中 ，臼田宇宙空 間観測 所 は 1982

A ：天文台との 比較で すが，国立天文 台付属の野辺

　 山（45m ）は天体 からのミリ波帯の電波を受信す

　 るいわゆる電波望遠鏡とよばれ るもの で す，水沢，

　 入来 ，小笠原 ，石 垣島 にある VERA の アン テナ

　 （20m ）も同じく電 波望遠鏡で す，受信の みしか

　 できない点 が Eヨ田や KSC 等の 探査機と通信（電

　 波の送受信河 能な地上局とは異なります．

　　　また ，臼田が惑星探責機の追跡の為のもの で

　　あるの に対し，KSC は地球周 回衛星追跡 のた

　　めのもの で す、臼田がア ン テナの場 所として 選

　　ばれたのは、都市雑音が少 なく，また電波 障害と

　　なる湿度（水蒸気）が少な い とい う条件 を満た し

　　で い たからで す．このように KSC （10m ，20m ）

　　で 対応 で きな い 惑星探査機の 運用 の 為 に Eヨ田

　　宇宙空間観測所は計画されたの で す．

Q ：臼 田計画 の 時の苦労話 などをお し えてくだ さい

A ：臼田にあるア ン テナは野辺山 （45m ＞の アン テナ

　 を作 っ た実績 の あ る メ
ー

カ がそのまま同じ技術で

　 作成 しました 64m もの規模の大きなアン テナ

　 は重力 の 影響 をうけ て 大きくたわみます，この た

　 わんだ状態で も パラボラ ア ン テナの特徴を保持

　 で ぎるような設計 が必要で した ．

　　 また野辺山の アン テ ナが 高原の平地 に設置さ

　 れたのとは 違 って ，UDSC ア ン テ ナ の 設置場所

　 は標高 1450m の山の中 で あり，臼田町の中心

　 地から700m も林 道を上 が っ て い かなければ い

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society for Planetary Sciences

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　for 　Planetary 　Soienoes

llo

けませんで した ．アン テナ を造るにあ た っ ては ，

資材運びの 道の整備から行 うなどの 苦労 が大き

か っ たときい ています．64m という巨大なアン テ

ナを支 えるための 基盤 を山の中に作るの には大

量の コンクリ
ー

トが必要で ，これも大変な作業だ

っ たようです、さらに ，「さきがけ」（ハ レー彗星用）

に間に合わせるということで，建設期間が非常に

短か っ たことも苦労 したところでしょう．

2．2　地上局の宇宙科学惑星探査に おける役割

Q ：JPL の Deep 　 Space 　Network （DSN ．深宇

　 宙通信網）と日本が ど うつ きあ っ てきたか教え

　 て 下さい

A ：「さきがけ」の打ち上げの時から現在に至 るまで ，

　 日本の深宇宙用の地上局は臼田地上局が一
つ あ

　るの みです ．しかし，一つ の 地上局からで は探査

　機が見えない時間帯が存在します．JPL の 地上局

　が アメリカ・スペ イン
・
オ
ー

ストラリア に分散して い

　るのもこれを防ぐことが理由で す．この ため 「さき

　が け 」の 打 ち 上 げ時 に は軌道 決 定等の 為 に

　 NASA に支援してもら っ て い ました 、現在で も，運

　用は宇宙研 （El田）で行いますが，打ち上げ等の 重

　要 なイベ ン トの ある時は支援をお願 い して い ます、

　また 一方 で 、臼田か ら見 える範囲内で大事なイベ

　 ン トを迎えられるように軌道 を計画することも重要

　 で す

　　逆 に 臼 田 が NASA を支援することもあります，

　臼 田は キ ャ ン ベ ラ のほ ぼ真 北 にあるため 1逆 に

　 DSN が混 みあ っ て い る時は ．NASA の 「CE 」の

　追 跡支 援をおこな っ たこともあ Dました，

Q ：臼田 64m ア ン テ ナ と KSC34m ア ン テ ナとは ど の

　 ように 使 い 分 けて い る の で し ょ うか ？また ， 使 い

　 分ける際の ス イッ チの 切り替 えや役割分担 に 関し

　 て教 えてください

H 李こ惑星科
ノ

冶会誌Vbl，［2．No．Z2て）り3

A ：KSC アン テナは主 として地球周回 衛星用 ，臼田

　 アンテナは惑星探査機用です．たとえば 「のぞみ」

　 は火 星にむか う惑星探査機なの で主として臼田

　 で 運用しますが ，臼田のアン テナ が何かの原因

　 で運用出来ない 時は ，KSC34m アン テナをバ ッ

　 クアッ プとして使用 します．これに対して 「ジオテ

　 イル 」は 現 在 地 球 の 近 くを 運 行 して い て

　 KSC20m アンテナでも定常運用可能です．また，

　 今 年 の 5月に KSC か ら打 ち 上 げ 予 定 の

　 「MUSES −C 」は ，小惑星探査の探査機で す．

　 「MUSES −C」の運 用は ，地球からあまり離れな

　 い最初の期間は打ち上げ場所でもある KSC メイ

　 ン で行 われ ます が ，打ち 上げ 4 日後 からは臼田

　 局 メイン になる予定です、

2．3　臼田一日本の探査受信 局 として

Q ：臼田 の 歴史 と成果 に つ い て教 えて下 さい ．

A ：臼田宇宙空間観測所の建 設目的は 1985 年 1月

　 打ち上げの 「さきがけ」，8 月打ち上 げの 「すいせ

　 い」の追跡でした ．

　　 「すい ぜ い 」，「さきがけ」は 1986 年 3 月に 八

　 レー彗星に相次い で椄近 し，多くの 観測成 果をあ

　げ ました ，その 後も 厂さきが け」は 長期 にわた っ て

　運用され，1999 年の打ち上 げと同日に ，地上 か

　らの 指令で 衛星からの送 信電波 を止め ，14 年間

　にわたる使命を終えました ．

　　 1990 年からは 「ひて ん」を追跡運用 し、月スウ

　 ィングバイの軌道制御技術の 習得に貢献 しました ．

　この技術は ．「ジオテイル」、「の ぞみ」に生かされて

　い ます，「ジオテイル」も 1992 年以 来 10 年以 上

　 も運用を行 っ ています．

　　 EヨEEでは 64m の アンテナで 1998 年に打ち

　上げられた 「の ぞみ」と 「ジオテイル」を，10m アン

　テナで
「
は るか1を運用 して い るの が現状 です．惑
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星探査機は、通常黄道面上 を航行するため ，可 視

時間帯の変化 は惑星と同じで すが ，現在の 「の ぞ

み」は去年の 12 月から今年の 6 月まで 黄道面 から

北に離れて ，地球と併走 して い るため ，北天 で
一

日

中見えて い ます．

　
一方 「ジオテイル」の軌道 は遠地点が地球と息ヒ

の中間にあるため ，日によ って み える時間帯も変化

します，

Q ：現在の 仕事内容 ， スタ ッ フ の 体制 ， 人 数等を教 え

　 て下 さい ．

A ：Eヨ田 には正式 な職員は 2人 ，そ れ に 以 外に御飯

　 をつ くって くれる人 ．施設の 外回 りを整 備する人 ，

　 秘書 さんが い らっ し ゃ い ます．2 人の職員は主に

　 アン テナ および送受信機の 管理運 営行 う方々 で

　 す．冬場などは 64m の アン テナの雪対策等もし

　 てください ます．運用は 三 菱 と NT ス ペ ー
スの方

　 が交代 で 行 っ て い ま す，これ に相模原の メ
ー
カ，

　 運用 オペ レ
ー

タを加えて実際の 毎日の運 用を行

　 な っ て い ます．「はるか」は 臼田の 現地で研究者が

　 直接運用 して い ます．

　 ました ．（VLBi に つ い ては後述参照）．

2．4　加藤先生 の 臼田宇宙 観測所で の 研究に つ い

　　　て一臼 田 をア クテ ィ ブに 利用する

Q ：軌道決定に つ い て教えてください ．

A ：「さきがけ」を打ち上げた頃は ，惑星探 査機の 軌

　道決 定に対する要求は今よりもず っ と簡単なもの

　で ，通信がでぎて探 査機が目的地にむ か い さえす

　れ ばよい ，とい うもの でした ．従 って ，探査機を見

　失わない ように軌道決定 し，アン テナを探査機 に

　向けるための予報値作成 が ，重要 な任務で した，

　しかし「ひてん」「ジオテイル」においては月スウィン

　クバ イとい う月の重力 を利用 した高度な軌道制御

　を行 い始め ，さらに 「のぞみ」に関しては，火星に

　到着させ ，さらにその軌道に投入するため，それら

　に必 要な高度 な軌道決定精度が要求されていま

　す、軌道決定には今後ますますより高い 精度が 求

　められるで しょう：

Q ：軌道決定とは何 でしょ うか．

A ：軌道 決定とは ，ある時刻における探査機の位 置

Q ：地上局 か ら惑星探査に関わ る魅力 に つ い て ， 臼

　 田 は 海外と協力して サ イエ ンス を行 っ たりもしてい

　 るとききましたが そ れ に つ い ても教 えて 下 さい ．

A ’
先ほどぶれ まし た よ うに 臼田 は世 界的に みても

　 NASA の 持 つ キ ャ ン ベ ラ（オ
ー

ス トラ リア ）の地土

　 局の真北とい う良 い ポジ シ ョ ン にあります．ギ ャ ン

　 ベ ラから探 査機 の 可 視状況 が 悪 い ときには 臼田

　 局が重要な役割を果たします 実際、1989 年 8

　 月に 「Voyager −2」が海 王 星 に 掩蔽され た時の 日

　 米共同電波科 学実験 で は ．臼田局 が使用 されま

　 した、また同様 にそ の 場所の よ さから ，米 国 の

　 TDRS 衛星を用いた日米共 同ス ペ ース VLBI 実

　 験が、1986 年臼田 ，キ ャン ベ ラ の 間 で行 なわれ

および速度 を観測デー
タから決めることで す．使

うデ
ー

タは基本的にレンジとレン ジレ
ー

トの 2種

類です．レン ジとは，往復の 距離 に相当するデー

タのことで ，地上局 から探査機に上げた電波の往

復伝播時間で す．またレン ジレ
ー

トとは ．往復の ド

ップラ
ー

周波数のことです．こ の 2 種類 の 時系列

デ
ー

タをもとに ，ある時刻に おける探査機の位置

および速度 を求めます，軌道制御計 画策定や ア

ン テナ 予報値に必要な 予報軌道 は ，この値を初

期値として 運動方程式を解いて求めます．ちょっ

と簡単 そうにも聞こえますが ，こ の際に惑星重力

や太陽輻射圧等も考慮しなけれ ばならな い の で，

大変に複 雑な作業で す．
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Q ：軌道決 定の為 に 用 い る従来の ドッ プラー
周 波数

　 データと異 なるVLBI に つ い て教 えてください

A ：前述 したレンジとレンジレ
ー

トは双方とも視線方向

　 に関するデ
ー

タです．遠く離れた 二 つ以上の 電波

　 望遠鏡から同
一

のもの をみることで ，望遠鏡間の

　 距離に相当する巨大望遠鏡と同じ解像力を得る

　 手法がV凵∋1（Vey　Long　Baseline　Interferrnetty）、

　 超長基線電波干渉計技術です．この技 術を応用

　 し．探査機からの 電波 を，2 ヶ 所以上の ア ン テナ

　 で同時に受信し，その 到達 時刻 の差を精密に計

　 測し，その 値から探査機の天空上の位 置 （視線方

　 向に垂直方向）を求めるもの です．VLBIの特徴

　 としては，局が遠い ほどよい 精度 が得られる ，地

　 上 局は受信のみ可能で あれば よいという事など

　 があげられます．この ため現在日本では 、K ＄C ，

　 Eヨ田以外にも通信総合研究所の鹿島 局 ，国立天

　 文 台の水沢 局等多くの地 上局が VLBIの 実験に

　 協力しています．この VLBi の技術を開発 するこ

　 とによ っ て位置および速度デ
ー

タをさらに精度 よ

　　く改良することが期待されて い ます

2．5　臼田，また は 地上局の こ れからの可 能性 改良

　　　点，将来展望

Q ：臼田 の 耐用年数，後継基地 に 関 して教 えてくだ

　 さい

A ：Eヨ田は来年の 10 月に建設 20 年目をむ かえま

　 す もうすでに ア ン テナなどの 老朽化 が進んでい

　 て ，塗装のやりかえが必要な状 況とな っ て い ます．

　 しかし ，日本で 唯
一

の深宇宙観測所の運 用をとめ

　 るわ けに い き ません ．この為 ，臼 田の代替
・後継

　 墓地が必要 とされています

li本惑 星科学 会誌 〜b1．t2．N 廴）、22（）｛｝3

Q ：「の ぞみ」， 「MUSESC 」， 「Lunar −A」， 「SELENE 」

　 の 蓮 用で臼 田局が埋 まっ て い る現 状は どうなっ て

　 しまうの でしょ うか．

A ：現在では 「の ぞみ」，「ジオテイル 」を KSC と調整

　 しな が ら運 用 して います ．しかし将 来的には

　 iMUSES − O」，「SELENE 」，「Lunar−A 」のう

　 ち上げ予定がある為 に、Eヨ田局はパンクする可能

　 性があります．こ れらの ことから考 えても新しい地

　 土局を早急に作る必要があると思われます．

Q ：探査機の 24時 間運用 のため世界 に地上局 を展

　 開する 必要性す なわち ， 「DSN 以外 の 」もう
一つ

　 の 全地球的ネッ トワークの必要性 に つ い て はどう

　 お考えで し ょうか

A ：現在 ，南米サン チ ャ ゴの あた りに日本の 地上局

　 を建設した い と考えて います．DSN も NASA

　 独自の探査機の 運用 で 混雑 した 状況 で あるた

　 め 、日本の 追跡運用要求 を通 す ことが困難にな

　 っ てき て お り、我が国独自のネ ッ トワ
ークが必要

　 で あると考え て い ます こ の南米 に地上局 を作

　 る計画が実現すれば ，可 視時間の制約 が大 幅に

　 解消され るととも に，軌道決 足精度の大幅な向

　 上が可能になりまず また，臼田のバ ッ クア ッ プ

　 局として，Eヨ田局の改良 工事が 可能にな ります．

　 さらに，この 局は NASA の コ
ー

ル ドスト
ーン 局

　 （カ ル フ ォ ル ニ ア）の真 南にあたる為，南北基線

　 の VLB1 観測として、ゴー
ル ドスト

ーン ーサン チ

　　ャ ゴが有効であ D，同 じく南北基線の 臼田一キ

　　ャ ン ベ ラとの give　and 　 take の 関係が期待さ

　 れ．VLBIによ っ てさ らによい 軌道決定の精度 が

　 えられるでしょ う．

3 ． おわ りに

私も参加して い る 「ジオテ イル 」や 「の ぞ み 」の 運 用
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で は サ イエ ンス デ ータ は 勿論．レ ン ジ デ ータ の 取得や ，

ア ン テ ナの 切 り替 えなどの 場面 に 実際 に遭遇します．

地 h局 や ，そ こ で 行 わ れ る 惑星探査 の 運用が 宇宙科

学 に は 必 要不 rr工欠 だと知 っ て は い て も，そ れ ら に つ

い て は わ か らな い こ とが 多くありました ．今回加藤先

生 の お話 をきい て ，宇宙空間 観測所，すなわ ち地 E

局．とりわ け 臼 E目に つ い て おききするこ とがで き，地 ヒ

局 の 役割に つ い て 少しで は あります が 知 る 事が で き

た と思 っ て い ます，

　 当 た り前の こ とで す が ，探査機 からの デ
ータ をもと

に 研究をする 我 々 の 字 宙科学 にとっ て ， 地 E局 はな

くて は ならな い 存在 です．臼 田 局は H 本 で 唯
．一・

の惑

星探査機 と交信 できる地 上局として ， 設 ttt以来 ， 特別

な役割を担 っ て きました．

　 こ れからも発展する宇宙科学に お い て様 々 な探査

機が 打 ち とげられ ，多くの 探 査機の 運用が 必要とな

るこ とが予想 され ます．そ の ため に は NASA と協力し，

NASA の 地 ヒ局 の 支援 を受 けさらに精度の よ い 軌道

決定を行うこ とが 期待されて い ます．さらに は，NASA

に よらない 我 が国 の 深宇宙 ネプ トワークを形成す る た

め t 臼 旧 の 宇宙観測所 以外 に も， 今後我が国の 宇宙

科学 分野に貢献する新 しい 地 ヒ局 の 建設が 期待され

て い るの です．

　最近で は 携 帯電話 の 電波 が 「の ぞ み 」で も使 っ て

い るS帯 と重なるため に ，衛星で使う電波を変 更し

なければ い けな い とい う問題 が 生 じて い ます，科学

は，生活 の 便利 さとも協調しなが らも発展する必要 が

あ ると思 い ます．私 たちは 地球 Lの ほ ん の わ ず かな

二 次 元 の 空 間から ， 惑星探査とい う手法を使 っ て 宇

宙とい う3次元 の 空間に挑戦して い ます ．そ の 3次 元

空間へ の 窓 口 が地 と局なの で す．

　 日本 で は，太陽系の 中で も地球近 くの 惑星 へ の 探

査がや っ と叮能に な っ て きた ば か りで す．地 辷局 とい

う ・つ の 手段 を通 して これ か らも字宙科学 が 進歩す

ることを期待 して い ます．

図 2臼 田宇空間観測 所 遠景宙

人物紹介

　加藤隆 1（か とうたか じ）：文部科学省宇宙科学研

究所日 出宇 宙空 間観 測所助 教授．御 専門 は 宇宙電

子 航法 工学．探査機が実際 に 太陽系空 間 の どこ をど

の ような速度で飛行 して い る かを決め る 軌 道決定に

関する，電気推進による低推力飛行探 査機の 軌道決

定精度向 ヒの 研究 ， VLBI （超 長基線干渉計）技術を

用 い た 探査機の 軌道 決定 の 研 究 を行われ て おり，臼

田 と淵 野辺 の 宇宙研 を往復さ れ る多忙 な日々 を送ら

れ て い る．

　 金尾美穂 （か なお み ほ ）：文部科学 省宇宙 科学研

究所修上課程 2年．本シ リ
ーズ第 6回でも取 り上げた．

金 星探 査計 画を進め る中村 正 人先 生 の 研 究室 で 活

躍 中．修 ．ヒ論文の テ
ー

マ は金星 の 電離圏 プラズ マ に

つ い て．現在は PVO （Pionecr　Venus 　Orbiter）の デ ータ

解析を行う傍ら，「の ぞ み」「ジオ テ イル 」の 運用 にも

参加 し，宇宙研 の 学生として，探 査 に 接す る機会を十

分に活用 して い る．今後 こ の ような惑星探査 の 現場

で 培 っ た 運用
・機器開発 の 経験 を生か した 研究活動

が期待され る．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society for Planetary Sciences

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　for 　Planetary 　Soienoes

114

本シ リー ズの謝辞

　8回にわたり続 けさせ て 頂きました
“
学生 が聴く，日

本の 惑星探査 の 過去 ・現在 ・
未来

”
は ，今回 で最終回

となります．本企 画に参加 頂 い た 学生 の 皆様が こ の

イン タビュ
ーを通 じて どの ようにそ の 後の 研究 の 参考

に され たの か ， またそう遠 くな い 将 来に，実際 に惑星

探査 の 最 前線 に 立 っ て 活 躍 され るようにな っ た とき

に ，本企画を振 り返 っ て ， 今度は御 自身か ら学生 に

向けて 語りか け て 頂ける ような企 画を行える日が 来る

こ とを信じて d／．み ませ ん ．

　本企画は惑星探査 の最前線で 御 活躍され る 方 々

が ，プ ロ ジェ ク ト推進の た め非常に お忙 しい 中 ， 学生

の 視点 に 立 ち，わ か りや すくか み砕 い た 形 で イン タビ

ュ
ー

に応 じて 頂けたこ とによ っ て成立しました，1二杉

邦憲先 生 ，早川基先生，長島 隆
．．一

氏 ， 川 口 淳
・
郎先

生，水谷 仁先生 ，中村 【E人先生，山川宏先生 ，加藤

隆 ：洗 生 の 御 協力に 感謝 い たします．また修
一
ヒ論

文 ・博士論文の 作成とい う大変な時期 に．貴重 な時

間を割 い て 質問事項 の 検討
’・イン タビュ

ーの 実施 ・原

稿作成 を行 っ て頂い た学生 の 皆さん の 御協力により

こ れ まで 続 けるこ とが で きまし た．水村春奈さん ，倉

僑映 慰香さん ，菅野愛さん，中谷淳さん ， 姫野洋平さ

ん，伊 藤有沙 さん，樋 匚］有理 可さん．金尾美穂さ ん に ．

心 よ りお礼 を申し上げます．本 シ リ
ーズの 企画・作成

は ，惑星学会将来検討 WG の 並木則行氏，向取 E氏 ，

春山純
一
氏 ，中村 良介氏 ，矢野創氏と共に実施しま

した．学生 イン タビ ュ
ー編集員の 出村裕英氏，横旧 康

弘氏 ，濱邊 好美氏，中村 貴純氏 と共に編集・運用を

行い ました ．皆様の 御 協力 艇くして は ．本企画は実現

しませんで した．心 より感謝します．また最後に なりま

したが，遊星 人へ の 掲載 に 当た り井田茂氏，倉 本 tl

氏．城野 信
一
氏 をは じめ とする遊星人編集部の皆 様

に 大変お 世話に なりました．感謝に堪えませ ん．

　 こ の 謝辞は，明HMUSEES −C の打 ヒ1デが行 われ る

内之浦 の ，今 回 の お 話しに も出 て きた KSC34m 通信

局 の ドに あ るサ イエ ン ス チ ーム の 詰め 所に て 書 い て

1．1本惑星科学 会誌 M ）i．t2＿Ne ．2．2tM）3

おります ．昨 li5月7 日に 無
‘
財∫ ヒ1デリハ ーサ ル は 終

∫して おり．現在所 内は 静寂に 包まれ て い ます．明 凵

未明 よりメン バ ーが 再集結 し，5 月 9 ［IB 時 29分 25秒

に M 台地射場 より， 小 天体 を目指 して M −V は 発射さ

れ る ア定で す．

　本企画 の 最終原稿 の 仕 一ヒげ をこ の ような形で 行 う

ことに な っ た こ とに不思議な偶然を感 じて い ます．ここ

鹿児島宇宙空間観測所で は
， 惑星探 査 と惑星科学 の

発展 の た め に 尽力され た先 人の 思 い に触れ るこ とが

出来 ます．宇宙へ の 門 が ， 何 時 で も誰 に対 して も，身

近に存在する時代が 来るこ とを切望 して 止み ませ ん ．

そして 本企画が ，これ か ら惑星探査 の 門に 進 まれ るす

べ て の 方に とっ て ，良い 参考書たり得た ならこ れ に 勝

る喜び は ありませ ん，

　最後 に繰 り返しになります が ，御協力頂 い た 皆様 ，

どうもありが とうご ざい ま した ．明 日の 打 上げ の 成功 を

祈りつ つ ，本企画をここに終 ∫い た します．（秋山演亮）
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